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今回は数、量を表す接頭辞を見ましょう。
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ｍｏｎｏ、ｄｉ、ｈｅｍｉ、ｐｏｌｙ はギ リ シア 語 由 来

の、 ｕｎｉ、ｂｉ、ｓｅｒａｉ、 ｍｕｌｔｉは ラ テ ン 語 由 来

の接 頭辞 で す 。ｔｒｉ は ギ リ シア 語 お よ び ラ テ

ン語 の 双方 か ら 派 生 し て き た 共 通 の 接 頭 辞で

す 。ｈｅｍｉ は 純 医 学 用 語 と 共 に 用 い ら れ る こ

と が 多 く、ｓｅｍｉ は 近 代 英 語 あ る い は近 代 英

語 に 近 い 語 と 共 に 用 い ら れ ま す。

ｃｈｒｏｍａｔ／ｏ は 色を 意 味 す る 連 結形 で すが 、

ｍｏｎｏ／ｃｈｒｏｍａｔ／ｉｃ と す る と単 色 の、 一 色 性 の

と い う 形 容 詞 に な り ます 。ｄａｃｔｙｌ／ｏは手 指 、

足 指を 指 し 、ｍｏｎｏ／ｄａｃｔｙｌ／ｙ で 手 、 あ るい は

足 の 指 が １本 し か な い 状 態 、 単 指 症 を 表 し ま

す。 ｍｏｎｏ／ｎｅｕｒ／ｉｔｉｓ は 単 神 経 炎で す。

ｎｕｃｌｅ／ｏ は 核 を 表 す 連 結 形 で す が 、ｕｎｉ／

ｎｕｃｌｅ／ａｒ は 単 核 の で す 。ａｒｔｉｃｕｌ／ａｒ は 関

節 の と い う 形 容 詞 で す が 、ｕｎｉ／ａｒｔｉｃｕｌ／ａｒ

で 単 関 節 の、 一 関 節 の と い う 意 味 に な り ま す。

ｕｎｉ／ｏｃｕｌ／ａｒ は 単 眼 の 、 一 眼 の を 指 し ま す。

ｇｌｏｓｓ／ｏ は 舌 に あ た る 連 結 形 で す が 、ｄｉ／

ｇｌｏｓｓ／ｉａ と す る と 舌 が 二 ま た 、 あ る い は縦

に 裂 け た 状 態 、 す な わ ち 複舌 、 複舌 症 を 表 し

ま す 。ｄｉ／ｃｈｒｏｍａｔ／ｉｃ は 二 色 性 の 、 二 色 性

色 覚 の で す 。ｄｉ／ａｒｔｈｒ／ｉｃ 、ｄｉ／ａｒｔｉｃｕｌ／ａｒ
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は共に二関節のという形容詞です。同じく

ｂｉ／ａｒｔｉｃｕｌ／ａｒも二関節のを指します。

ａｕｒｉｃｕｌ／ａｒは耳介のという意味の形容詞で

すが、 ｂｉ／ａｕｒｉｃｕｌ／ａｒ で両耳介のとなりま

す。ｂｉ／ｄａｃｔｙｌ／ｙ は第１指と第５指だけが

あってその間の指がない異常、二指症を表し

ます。 ｂｉ／ｓｅｘｕ／ａｌ は両性のです。

ｌａｔｅｒ／ｏ は外側、側方を意味する連結形で

すが、ｔｒｉ／ｌａｔｅｒ／ａｌ で三側のとなります。

ｔｒｉ／ｃｈｒｏｍａｔ／ｉｃ は三色の、三原色のです。

ｔｒｉ／ｃｅｐｈａｌ／ｕｓ は三頭体です。

ｐｌｅｇｉ／ａ は麻岸を指す名詞ですが、ｈｅｍｉ／

ｐｌｅｇｉ／ａ で片麻庫、半側麻庫、半身不随を

表します。ｈｅｒａｉ／ｃｅｐｈａｌ／ａｌｇｉ／ａ、ｈｅｍｉ／ｃｒａｎｉ

／ａ は片側頭痛、片頭痛、ｈｅｍｉ／ｃａｒｄｉ／ａは一

側心臓症です。

ｃｏｍ／ａ は昏睡を表しますが、ｓｅｍｉ／ｃｏｍ／ａ

で半昏睡となります。 ｓｅｍｉ／ｃｏｎｓｃｉ／ｏｕｓ は

半ば意識のある、半意識の、ｓｅｍｉ／ｃｉｒｃｕｌ／ａｒ

は半円の、半輪のという意味になります。

ａｎｇｉ／ｏは血管を指しますが、 ｐｏｌｙ／ａｎｇｉ／

ｉｔｉｓで多発性血管炎です。 ｐｏｌｙ／ｄａｃｔｙｌ／ｙ

は多指（趾）症、ｐｏｌｙ／ｃｈｒｏｍａｔ／ｉｃ は多色性の、

ｐｏｌｙ／ｃｈｏｎｄｒ／ｉｔｉｓ は多発性軟骨炎です。

ｎｏｄ／ｅ は結節を表しますが、ｍｕｌｔｉ／ｎｏｄ／ａｌ

で多結節のになります。ｇｌａｎｄｕｌ／ａｒ 腺のか

らは ｍｕｌｔｉ／ｇｌａｎｄｕｌ／ａｒ 多腺性のが、ｌｏｂｕｌ／

ａｒ 小葉のからは ｍｕｌｔｉ／ｌｏｂｕｌ／ａｒ 多葉（性）

のが作られます。 ｒａｕｌｔｉ／ｆｏｒｍ は多形のです。

長く続いた接頭辞も、ひとまずこの辺で終

わります。今回までで医学用語の基本は学び

ましたので、ちょっとひとｅ、つきましょう。

あとは少しずつ語彙を増やしていくだけです

ので、リラックスしていただければと思って

います。




